
















































































































































































































注3、安良向康作『徒然草全注釈j上下 (角川書庖、 1967-68年)。 上巻 P88-890
注4、鑑賞日本古典文学『方丈記・徒然草j冨倉徳次郎 ・貴志正造注釈 (角川書庖、 1975年) P 187-188。
注5、日本古典文学影印叢刊28、(貴重本刊行会、 1984年刊、堤精二、小高道子解説)0rなぐさみ草j八巻の刊記
は「慶安五壬辰暦孟夏二十六日 長頭丸在判J。図版も本舎によ った。
注6、南部草害事は寛永十四年(1637)京都の生まれ。寛文十二年 (1672)に長崎奉行牛込忠左衛門に招かれ聖堂
祭酒となる。病気のゆえに六年で退き京都へ還る。その後越中富山の菅侯に招かれ七年を務めるが元禄十三
年(1700)に没した。享年五十二。 『倭忠経j寛文七年干Ij、『職原抄支流』刊年未詳、『感応篇俗解j写本など
の著作がある。図版は京都大学附属図書館本によ った。
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